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　みなさん、こんにちは！
　最近のニュースで、親子間の殺人が報じられる事
ほど心が、痛んだ事はありません。
　抵抗出来ない幼児を年若い親が暴行し殺した、子
供が親に文句を言われるので家に火をつけ、親、兄
弟を殺した、友達に頼んで親を殺させた、中学生等
何が理由にあるにせよ親子間の絆が、断ち切れる事
件が多くなったのが現代日本の姿ではないのでしょ
うか？
　あまりにも機能主義に走りすぎたここ数十年であ
り、急ぐあまり余裕のない毎日の生活の中で、日本
人の持つ思いやり、優しさなどが、若者や子供達に、
伝達出来ない為ではないでしょうか。
　私達が自分の人生を振り返る時間もなく、ただた
だ日々の時間に追われている現状を考えますと、私
達が子供にしてあげる事より逆に「考えさせられる
事」の方が多かも知れません。
　自分が子供だったときの事を思い出しますと、あ
れこれ興味本位で親や先生、又、近所のおじさん達
の目を盗み遊び回った事を考えると、現代の子供達
が自由な遊び場所もなく、自由な時間も取れないで
「勉強しろ」と親に尻をたたかれ、塾通い、仲の良
い学校友達もできず、やるのはテレビゲームと携帯
電話でのメールだけと言う、かたわな子供ができる
のはないでしょうか？
　私達の子供時代はテレビもない時代ですから、一
人で遊ぶものは何もなく、先輩に教わりながら遊び
道具を作り近所の子供達と遊んだものです。
　一般的には、かくれんぼ、馬のり、Ｓの字遊び、
おっとばしごっこ、等、又、友達どおしで取りっこ
するベーゴマ、ビー玉、ぶっけ（メンコ）、コマ等
色々な遊びがありました。
　私達の地区では、ガキ大将が三銃士の映画を見れ
ば、籠屋へ行ってもうそう竹を割ってもらって買っ
てきて、紙やすりで二日位かけて、剣にして、西洋
の騎士になったつもりで二手に分かれて戦いをやり
勝ち負けを競いました。
　又、ジョニーワイズミューラ、オリンピック100m
水泳優勝者主演のターザンの映画を見ればターザン
ごっこをやり、商工センター脇のどぶ川のポプラの
木へ縄を結わいてターザンになったともりで「アー
アー」と叫んで縄につかまり何人かづつ、渡辺さん

の裏側の所まで川を渡りました。
　３人４人と縄の上へぶら下がりますので、一番初
めに縄へぶら下がった子供は、重みで下のどぶ川へ
毎日という位落ちました。
　がき大将に言われてターザンをしますので、落ち
る子供はいつも大体同じ人でした。そうすると、親
が押しかけてくるんですね。今で言えばいじめです
ね。
　ただ落ちる子供は、それでも毎日遊びに来るんで
すね。それで子供達は、逞しくなっていくのだと思
います。
　私達が住んでいる町づくりのなかで、子供達への
社会教育は最も重要な事であり、「青少年が元気で
健全な町」は、町全体が活気付いている証拠ともい
えます。
　私達ロータリアンを始め、地域の大人達が立ち上
がって市民全員で共に語り合い、人生経験豊かな大
人達が子供達に将来の生き方や適切なアドバイスを
与え、青年育成に貢献する事が必要だと思っており
ます。
　自己完成の中で、他人への思いやり、利他の精神
が一番大切だと思っている私に取りまして、現代の
子供達が大変気の毒だと思っているのは、私だけで
しょうか？
　そこで本日は、地域で将来をになう子供達の為、
地域に貢献しているＮＰＯ法人ふるさと創生クラブ
代表の今村武蔵さんに、今日の卓話を御願い致しま
した。
　今村さん卓話宜しくお願い致します。

会長挨拶 小池利昌 会長



(1) 自然と共生するまち
（目指すこと）
　豊かな水辺の環境
　　・魚のたくさん住める川や水路
　　・釣りや川遊びのできる川
　　・ホタルの飛び交う川
　　・川辺の散歩コースや公園
　　・ビオトープをもっと増やして野生生物が安心
　　　して通れる緑の回廊でつなぐ
（実施中）
水辺のビオトープ作り
　　・休耕田(2100㎡) を造成し、野生生物の生息保
　　　護地とする
　　　（自然体験が子供の心の形成に役立ちます）
(2) 安心、安全なまち
（目指すこと）
　子供の安全
　　・登下校の安全、安心して遊べる地域環境
　住民福祉活動
　　・高齢化が進み、安心、安全な暮らしのために
　　　地域での取り組みが必要。
（調査中）
　快適生活空間のまち
　　・潤いのあるまち
　まちの景観を大切に
　　・緑化の推進、まちの色彩
　　・街路樹、住宅緑化、建築物等の色も大切な要
　　　素（外装、看板等）
　生活道路の確保
　　・安心して歩ける人間優先道路
　　・ふれあい、憩いの場、公園の拡充、道路沿い
　　　の休憩スペース
（実施中）
　西小安全パトロール
　　・毎日1年生の付き添い下校
(3) 地域共育力の向上、充実
（目指すこと）
　子供教室の拡充
　　・青少年の健全育成
コミュニティーカレッジ
　　・学びあう喜び

（実施中）
　ふるさと子供教室
　　・昔の遊びや会員の得意分野を子供たちに伝授
　　・西小学校授業のお手伝い
　　　（料理教室、伝承遊び、授業支援）
　定例会の講和
　　・毎月第一土曜日は、いろいろなお話が楽しみ
　　　です

「ふるさと創生くらぶ」はこんなことを考えて行動
しています。是非一緒に住みよいまちづくりをしま
しょう。皆様の仲間入りを心よりお待ちしています。

（連絡先）TEL/FAX 048(553)0265
　　　　　http://www.tvg.ne.jp/furusats/

卓　話
NPO法人 ふるさと創生クラブ
　　　　　　　　　　代表 今村武蔵 様

「私たちの目指すふるさとのまち」

ポールハリスフェロー認証状、メダル授与

奥様誕生日祝

ニコニコボックスニコニコボックス

合計￥４４０００

皆様のご協力に感謝申し上げます。


